
研修室 
３階の大・中・小の部屋 

（長机、いすあり） 

および、和室研修室、 

生活実験室等 

 
芸能・実演部門の控室と

しても研修室を使用して

いる。部屋の種類・数に

ついては調整が必要 

ギャラリー 
１階の県民ギャラリー 

２階の回廊ギャラリー 

発表場所は？ 

   アゴラ 

  （室内広場） 
照明装置なし。音響装

置あり。 

吹き抜けの明るく広々

としたスペース。 

参加団体間で出演日・

出演時間の調整が必

要とはなるが、芸能部

門（ホール）よりも比較

的出演時間が長く取れ

る。 

ホール 

発表に必要な 

舞台設備は？ 

所作台が リノリウムが 反響板が 

必要 

ひな壇が 

必要か？ 

必要 不要 

邦楽か？ 

邦楽以外 邦楽 

反響板２部門 

（１８日午後） 

反響板１部門 

（１８日午前） 

素舞台 

のまま 

フラダンスか？ 

フラダンス フラダンス以外 

素舞台部門 

（フラダンス） 

（１０日10:00～） 

素舞台部門 

（３日、１１日） 

所作台部門 
（足袋着用必須） 

（１７日） 

リノリウム部門 

（４日 

10:00～） 

実演部門 

（３日午後、 

４・１０・１１・１７                                   

１８日） 

[第18回の参加団体] 

各種ダンス 

吹奏楽 奇術 

器楽合奏 

踊り 太極拳 

和太鼓 合唱 等 

   ２４団体 

 

[第18回の 

参加団体] 

バレエ 

ジャズダンス 

 

   ９団体 

[第18回の 

参加団体] 

 舞踊 

 仕舞等 

  １６団体 

[第18回の 

参加団体] 

器楽演奏 

器楽合奏 

合唱 等 

   １２団体 

[第18回の 

参加団体] 

三曲 邦楽 

謡曲等 

   ３団体 

[第１8回の 

  参加団

体] 

フラダンス 

   １２団体 

 

[第18回の 

参加団体] 

歌謡 

 １団体 

展示内容は？ 

実技部門 
（３日・１０日・１１日・１８日） 

 

写真、盆栽 

俳句、短歌 

手工芸等 

生花、水墨画、書 

絵画等 

展示前期部門 
（６／３日～１１日） 

展示後期部門 
（６／１４～１８日） 

どの部門で発表するかを決めるためのチャート図（第１９回用） 

[第18回の参加

団体] 

ちぎり絵 盆栽 

手工芸 木彫 

俳句 刺し子 

写真  等 

   １２団体 

[第18回の参加

団体] 

生花 書道 

水墨画 絵画 

洋画 創版 等 

   １４団体 

 

[第18回の参加団体] 

お茶会 煎茶会 

囲碁大会 

   ９団体 

リノリウムと

は、バレエ・

ダンスの専

用床材 

反響板とは、舞台

上での生演奏に対

応するために設置

される音響反射効

果用の可動壁 

所作台とは、歌

舞伎の所作事

や日本舞踊のと

き、舞台一面に

敷く檜の板で作

いずれかの日を選ぶ。 

１０日はフラダンスのみ、 

１１日は混成となる。 

[第１8回の 

 参加団体] 

マジック  

人形劇 話

芸 

民謡  アルゼ

ンチンタンゴ 

ヒップホップ 


